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題名『夕日』　～　座間泰行さん（富町１丁目）の作品

平成２０年度「まちの家計状況」財政

もう健診は受けましたか？ １１月にもかみんで実施保健

スポーツの秋を楽しもう健康

青少年国内交流事業「津市を訪ねてみよう」学習

子育て応援特別手当（平成２１年度版）が支給されます子育て

既存住宅等の耐震改修工事費を助成します助成
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ま
ち
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自
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﹇
町
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収
入

　

で
き
る
お
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﹈
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財
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﹇
国
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道
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り
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付
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り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
﹈

収入額  (前年比較)税　目

５億２,８５３万円（△２９８万円）町　民　税

４億  ７２２万円（　３７３万円）固定資産税

７,８６１万円（△７０９万円）た ば こ 税

９０４万円（△ ３９万円）入　湯　税

１,７０８万円（　 ３５万円）軽自動車税

１０億４,０４８万円（△６３８万円）合　計

７８億８,１５９万円
（前年比較 １５億２,８０５万円）

町税　１０億４,０４８万円（△６３８万円 △０.６％）
　　　　�町民の皆さんが納めている税金（内訳は右下表）

自主財源　 ２５億７,００６万円（７億  ５６８万円）
依存財源　５３億１,１５３万円（８億２,２３７万円）

（　）は前年比較

３２.６％
（２９.３％）

６７.４％
（７０.７％）

差差引引残残額額 ２億６,１７０万円
（前年比較   １億７,３７９万円）

繰入金　２億１,４９７万円（１,７０４万円 ８.６％）
　　　　　�積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など

諸収入　２億３,６５９万円（２,１９８万円 １０.２％）
　　　　　�貸付金の返還金や雑入など

繰越金　８,７９１万円（△２,０６８万円 △１９.０％）

使用料及び手数料 １億３,８６６万円（７７万円 ０.６％）
　　　　　　　　　　�公共施設の使用料やごみ処理手数料など

分担金及び負担金　８億２,０２０万円（７億１,３８８万円 ６７１.４％）
　　　　　　　　　　　�保育料や土地改良事業の受益者負担金など

寄付金・財産収入　３,１２５万円（△２,０９３万円 △４０.１％）
　　　　　　　　　　　（寄付金の内訳は右下表）

地方交付税　２９億３,１２７万円（１億４,２０８万円 ５.１％）
　　　　　　　　�つかいみちを限定されないお金で、国から
　　　　　　　　　国税の一定割合が交付されます。

国庫支出金　１３億４,５８４万円（７億４,２６２万円 １２３.１％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付される
　　　　　　　　　補助金や負担金

町　債　　　３億４,６５０万円（６,９２０万円 ２５.０％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とするとき
　　　　　　　　　国や金融機関から借り入れるお金

道支出金　　２億５,８０３万円（△１億１,１５１万円 △
３０.２％）　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付さ
　　　　　　　　　 れる補助金や負担金

その他交付金等　２億７,１５８万円（△１,３２４万円 △４.６％）

地方譲与税　１億５,８３１万円（△６７８万円 △４.１％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で国
　　　　　　　　　から町へ譲与されるお金

町民１人あたり

６５２,９３６円
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事
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住
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、
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ど
国
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費
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。

　

収
支
の
状
況
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財

源
７
千　

万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
１
億
８

５４１

千　

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６２９

防衛省関係補助金
総額７億９,７０７万円 （前年比較 ３億７,１８２万円）

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交付されて
います。上のグラフの国庫支出金に含まれています。

�障害防止事業　　              ５億８,９５４万円
　　河川改修・砂防工事等
�民生安定施設整備事業　　１億１,８６７万円
　　農業用施設設置事業等

�調整交付金事業　　　　　　　 ８,５４０万円
　　じん芥収集車両購入・教育用コンピュータ整備等
�防音関連維持費　　　　　　　  ３４６万円
　　東中中防音工事、小・中学校と保育所の防音維持費

歳入総額

町税 (１０億４,０４８万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり      ８６,１９７円
　１世帯あたり　    １９６,１６９円

　

一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入（
町
に

入
っ
て
き
た
お
金
）・
歳
出（
使
っ
た
お
金
）

と
も
５
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

２０

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

金　額件数目　　的

５１万５千円１５ラベンダーを核としたまちづくりに

１３万円３社会福祉事業の推進に

４万円３図書館用図書の購入に

１０万円１児童・生徒の教育振興に

６５０万円１十勝岳地区の振興に

１万５千円１農業の振興に

２１万円４町の一般財源に

７５１万円２８合　計

皆さんからのご寄付は、次のとおり
活用させていただきました。

町町 税税

寄寄 付付 金金

一
般
会
計
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町民１人（１世帯）あたり算出
［平成２１年３月３１日現在］

人口      １２,０７１人   （前年比△１３３）
世帯    　５,３０４世帯（前年比△  ２７）

上記の決算額には、給与費が含まれています。
給与費合計　１０億  ７８４万円（△８,０８４万円）

７６億１,９８９万円
（前年比較 １３億５,４２６万円）

町民１人あたり

６３１,２５６円
残　高区　分

８８億  ５９６万円一 般 会 計

６億７,９１１万円簡易水道事業
特
別
会
計

３０億２,９６３万円公共下水道事業

７,０８４万円ラベンダーハイツ事業

４,１９８万円病院事業企
業
会
計 ７億８,１３１万円水道事業

１３４億  ８８３万円
（△９億８,３５８万円）

合　　計
（前年比較）

借入残高 (１３４億  ８８３万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり　１,１１０,８３０円
　１世帯あたり　　２,５２８,０６０円

歳出総額

うち給与費
８,４３２万円

うち給与費
９,６４７万円

うち給与費
１億６,１９９万円

うち給与費
１億  ７７８万円

うち給与費
３億４,９５７万円

うち給与費
１億４,８９１万円

うち給与費
３,３９２万円

うち給与費
２,４８８万円

（　）は前年比較

公債費 　１１億  ７７６万円（△１,３７７万円 △１.２％）
　　　　　　�町が借りたお金の返済など

消防費 　２億６,９２６万円（△１,８７４万円 △６.５％）
　　　　　　�消防活動など

商工費　 ２億  ４４１万円（△７７４万円 △３.６％）
　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　    ７,５２２万円（△６３７万円 △７.８％）
　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

災害復旧費　　  ０万円（△５３８万円 △１００.０％）
　　　　　　�大雨などによる災害復旧など

諸支出金　　   ９４１万円（△１５０万円 △１３.７％）
　　　　　　�教員・職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　　  　７０万円（０万円 ０.０％ ）
　　　　　　�労働者育成など

土木費 　１４億３,７６２万円（４億７,５１４万円 ４９.４％）
　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

衛生費 　９億３,７３２万円（△１億４,７９６万円 △
１３.６％）　　�ごみ処理、上水道、健康など

民生費 　１０億１,３５８万円（１億６,３０２万円 １９.２％）
　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

総務費 　８億３,３３２万円（１億４,０９０万円 ２０.３％）
　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など

農林業費 １２億７,９１１万円（７億７,６５１万円 １５４.５％）
　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

教育費 　４億５,２１８万円（１５万円 ０.０％）
　　　　　　�学校、給食センター、スポーツ・文化振興など

町民１人あたりでみると…　(　)は前年比較
�道路・橋の整備など投資的事業（２２億９２７４万円÷人口）

１８９,９３８円（ １０４,１６７円）
�借金の返済など（１０億８６４９万円÷人口）    ９０,００８円（ △  ２０７円）
�貯金の積立て（１億５１１９万円÷人口）        １２,５２５円（　 ２,０９２円）
�職員の給料や議員の報酬など人件費（１０億７３７５万円÷人口）

８８,９５３円（ △７,１８０円）
�高齢者や障がい者などへの社会保障費（４億１８０７万円÷人口）

　　　３４,６３４円（　　９１１円）
�町立病院運営に対する助成（２億３９７９万円÷人口） 

   １９,８６５円（ △６,１２０円）
�公共下水道事業に対する助成（２億３３４９万円÷人口）

 １９,３４３円（    ４,００６円）

町の借金
町町 債債

※５億４,４８０万円の繰り上げ償還を行いました。うち、２億
　５,３５０万円は低金利の資金への借り換え分です。

残　高種　類

５億７,９９７万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備
えたり年度間のお金の不均衡を調整するもの】

２億８,３９１万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

３億３,３９０万円公共施設整備基金
　
　

特
定
目
的
基
金

　
　
　
【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

７,３９４万円農業振興基金

９,９１０万円十勝岳地区振興基金

８,７３１万円国内外交流推進基金

２億２,１８８万円国営土地改良事業負担金基金

１億７,９２６万円地域福祉基金

１,０８４万円児童生徒教育振興基金

１,０４９万円ラベンダーの里ふるさと応援基金

１８億８,０６０万円
（△５,４０４万円）

一般会計合計
（前年比較）

５,２０５万円国民健康保険財政調整基金

５,０３０万円介護保険事業基金

５３９万円介護従事者処遇改善臨時特例基金

２,７８２万円ラベンダーハイツ施設整備基金

１億３,５５６万円
（△１,４７６万円）

特別会計合計
（前年比較）

２０億１,６１６万円
（△６,８８０万円）

全会計合計
（前年比較）

１億９,４１３万円北海道備荒資金組合基金

貯金額 (２０億１６１６万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり    １６７,０２５円
　１世帯あたり　    ３８０,１２１円

町の貯金
基基 金金
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１８６

　
　

介
護
給
付
・
自
立
支
援
医
療
・
地
域
生

　
　

活
支
援
事
業
な
ど

�
福
祉
灯
油
事
業　
　

万
円

３７０
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と
り
親
世
帯

　
　

な
ど
へ
の
冬
季
灯
油
購
入
助
成

�
子
育
て
支
援　

２
億
４
千　

万
円

９４
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付
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ど

�
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タ
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整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
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円
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子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
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事

�
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子
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４２７

　
　

臨
時
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師
の
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受
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�
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１
億
２
千　
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円
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景
気
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策
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う
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付
金
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付

�
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
施
設
整
備　
　

万
円

７７６

　
　

屋
根
改
修
・
網
戸
改
修
工
事

�
学
校
施
設
整
備　

１
千　

万
円

３６３

　
　

上
富
良
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中
学
校
渡
り
廊
下
屋
上
補
修

　
　

東
中
中
学
校
煙
突
改
修
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�
教
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用
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ピ
ュ
ー
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上
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教
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タ
の
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ス
ク
ー
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�
上
富
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上
富
良
野
高
校
教
育
振
興
会
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�
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円

４４

　
　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
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所
づ
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※
延
べ
１
千　

日
、
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べ
２
万　

人

５７

７９６

�
給
食
セ
ン
タ
ー
機
器
整
備　
　

万
円

９４５

　
　

食
器
洗
浄
機
ほ
か

�
町
立
病
院
老
人
保
健
施
設
転
換　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千　

万
円

１３４

　
　

療
養
病
床
か
ら
介
護
療
養
型
老
人
施
設

　
　
（
定
員　

名
）へ
の
転
換
工
事

２８

�
町
立
病
院
医
療
機
器
更
新　

１
千　

万
円

１５９

　
　

全
自
動
血
液
凝
固
測
定
装
置
ほ
か

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

２０

畜産担い手育成総合整備事業
【飼料液化供給施設】

�
奨
励
作
物
振
興
事
業
補
助　
　

万
円

２７２

　
　

９
件
に
補
助
金
交
付

�
農
業
用
機
械
導
入
、
農
業
施
設
整
備　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
千　

万
円

１７

　
　

農
業
機
械
導
入
・
農
業
施
設
整
備
補
助

　
　

※
防
除
機　

台
、
コ
ン
バ
イ
ン
８
台
、

１３

　
　
　

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
ー
２
台
、
耕
起

　
　
　

作
業
機
一
式
、
枝
豆
収
穫
機
１
台
、

　
　
　

青
シ
ソ
蒸
留
施
設
整
備

�
農
業
関
係
資
金
貸
付　

１
千　

万
円

９３５

　
　

農
業
振
興
資
金
・
営
農
改
善
資
金

�
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
負
担　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
億
５
千　

万
円

６４５

　
　

草
地
整
備
改
良
整
備
、
畜
舎
及
び
付
帯

　
　

施
設

活
力
あ
る

 

産産
業業 
の
ま
ち

平成２０年１２月１日～療養病床から
介護療養型老人保健施設へ転換　

放課後子どもプラン

農業用機械農業用機械
【クローラトラクター】【クローラトラクター】

農業用機械農業用機械【コンバイン】【コンバイン】



　
　

富
町
団
地
７
号
１
棟　

戸
の
整
備
及
び

１０

　
　

８
号
棟
の
実
施
設
計

�
町
営
住
宅
維
持
管
理　

３
千　

万
円

５０６

　
　

屋
根
改
修
工
事
、
町
営
住
宅
管
理
シ
ス

　
　

テ
ム
導
入
ほ
か

�
下
水
道
終
末
処
理
施
設
延
命
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千　

万
円

７９０

　
　

終
末
処
理
施
設
設
備
・
更
新
計
画
設
計

�
一
般
廃
棄
物
処
理　

１
億
７
千　

万
円

２６２

　
　

分
別
収
集
、
減
量
化
、
資
源
化
推
進
、

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
稼
動

�
じ
ん
芥
収
集
車
購
入　

１
千　

万
円

４３０

�
合
併
浄
化
槽
整
備　

１
千　

万
円

６２９

　
　

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
助
成　

基
１５

�
消
防
資
機
材
搬
送
車
購
入　
　

万
円

４１８

�
自
治
活
動
推
進
事
業　
　

万
円

８９２

　
　

自
治
活
動
推
進
交
付
金
、
自
治
活
動
奨

　
　

励
事
業
補
助
金
ほ
か

�
広
報
広
聴　
　

万
円

４３８

　

「
広
報
か
み
ふ
ら
の
」
発
行
「
防
災
行
政

　
　

無
線
」「
出
前
講
座
」「
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
」
な
ど
様
々
な
機
会
や
手
段
を
通
じ
、

　
　

情
報
を
町
民
に
提
供

�
自
衛
隊
基
地
対
策　
　

万
円

６１３

　
　

近
隣
市
町
村
及
び
自
衛
隊
協
力
関
係
団

　
　

体
と
連
携
を
図
り
、
部
隊
の
改
編
・
削

　
　

減
反
対
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
の

　
　

要
望
運
動
実
施

�
町
有
財
産
有
効
活
用
事
業　
　

万
円

１４５

　
　

遊
休
町
有
地
売
却
に
向
け
た
測
量
等
の

　
　

実
施

�
富
良
野
広
域
連
合
推
進　
　

万
円

３１２

　
　

富
良
野
広
域
連
合
の
設
立

�  広報かみふらの ２００９.１０

�
第
５
次
総
合
計
画
策
定　
　

万
円

２０１

　
　

平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

２１

　
　

次
総
合
計
画
の
策
定

�
自
治
基
本
条
例
策
定　
　

万
円

４９

�
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
千　

万
円

４９９

　
　

し
ろ
が
ね
地
区
土
地
改
良
事
業
の
負
担

　
　

対
策

�
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
負

　

担　

１
千　

万
円

２８３

　
　

地
域
が
行
う
草
刈
り
、
土
砂
上
げ
等
農

　
　

地
・
農
業
用
排
水
の
保
全
管
理
に
係
る

　
　

共
同
活
動
に
対
す
る
補
助

　
　

※
受
益
面
積　

１
千　
 �８４６

�
草
分
地
区
農
地
防
災
機
能
増
進
事
業
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

１４１

　
　

実
施
設
計
の
町
負
担
分

�
島
津
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
負

　

担　

２
千　

万
円

７３１

　
　

区
画
整
理　

・
６�
、
暗
渠
排
水　

・

２０

１２

　
　

４�
、
排
水
路
工　

ｍ
、
用
水
路
工
１

３４９

　
　

千　

ｍ
４９８

�
中
小
企
業
関
係
資
金
貸
付　

８
千　

万
円

９２７

　
　

中
小
企
業
融
資
資
金

�
企
業
振
興
補
助
事
業　
　

万
円

３２３

　
　

２
事
業
者
に
補
助
金
交
付

�
道
路
整
備　

１
億
５
千　

万
円

６２２

　
　

東
５
線
道
路
、
扇
町
通
り
な
ど
５
路
線

�
道
路
維
持
管
理　

１
億　

万
円

８２７

　
　

維
持
補
修
、
除
排
雪
、
側
溝
整
備
、
簡

　
　

易
舗
装
整
備
な
ど

�
橋
梁
整
備　

１
億
１
千　

万
円

５１４

　
　

東
中
橋
、
興
農
橋
の
２
橋
梁
整
備

�
障
害
防
止
事
業　

４
億
５
千　

万
円

２５４

　
　

演
習
場
か
ら
河
川
等
へ
の
流
水
影
響
軽

　
　

減
の
た
め
、
４
事
業
の
河
川
等
改
修

�
街
路
灯
整
備　
　

万
円

３４４

　
　

通
学
通
り
２
基
・
北
３
丁
目
通
り
２
基

�
日
の
出
公
園
整
備　
　

万
円

５２８

　
　

展
望
台
・
ト
イ
レ
改
修
、
総
合
案
内
板

　
　

新
設

�
児
童
公
園
整
備　
　

万
円

２６３

　
　

西
町
公
園
ト
イ
レ
水
洗
化
工
事

�
町
営
住
宅
整
備　

１
億
８
千　

万
円

７０６

住住
み
よ
い

快
適
な
ま
ち

富町団地７号

東中地区 草刈り東中地区　草刈り

島津地区 土砂上げ島津地区　土砂上げ

共共 
に
創
る
ま
ち

冊子を各世帯に配布

ごみ収集車（最大積載量５ｔ）



参　　考歳入のうち一般
会計からの繰入額

差引額
（前年比較）

歳　出
（前年比較）

歳　入
（前年比較）会　計　名

年平均加入世帯数    １,８５６世帯
年平均加入者数           ３,５５６人
１人あたり医療費

一般　２３６,６７９円
退職　２８８,５１３円

１億１,６５８万円
(△１,５８０万円)

７,９６７万円
(△２４８万円)

１３億７,３９３万円
(△１億３,８６９万円)

１４億５,３６１万円
(△１億４,１１６万円)

国民健康保険

　

特
別
会
計

　
　
【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
行
う
事
業
で
使
い
み
ち
の
決
ま
っ
て
い
る
も
の
】

※平成２０年３月診療の１か月
　分
受給者数　　１,３９９人
受診件数　　３,６２１件
１人あたり給付額　  ７７,００８円

１０７６万円
(△９,０５３万円)

 ３５万円
(２,２９１万円)

１億５,３８７万円
(△１０億４,６１４万円)

１億５,４２１万円
(△１０億１,５３４万円)

老人保健

年平均被保険者数　    １,４３９人
１人あたり保険料      ４０,４００円
１人あたり医療費    ８３３,３２１円

２,８７０万円
(皆増)

３７万円
(皆増)

８,７６９万円
(皆増)

８,８０５万円
(皆増)

後期高齢者医療

水洗化率                      ８５.１％
１�あたり使用料収入
                                  １５７.１円
１�あたり汚水処理費
                                   ２９６.８円

２億３,３４９万円
(８,３７４万円)

１３１万円
(△３９万円)

６億４,２２８万円
(１億６,８６５万円)

６億４,３５９万円
(１億５,９２６万円)

公共下水道事業

給水戸数・有収水量（料金収入
の対象となった水量）
東中地区　１９７戸　４９,５５５�
西部地区   １０８戸　３６,８９４�
江花地区　 ４１戸　１１,３０３�

６,００８万円
(１,４２０万円)

２２０万円
(３９万円)

９,６７０万円
(１,８７４万円)

９,８８９万円
(１,９１２万円)

簡易水道事業

被保険者数                  ２,９８８人
要介護認定者数             ４2４人
１件あたり給付額
　在宅（介護給付）     ５３,９８０円 
　在宅（予防給付）     １６,８３７円 
　施設                    ２６４,８５５円

１億３,５４５万円
(△２,６８３万円)

１,１５３万円
(△１,０９５万円)

７億３,５１１万円
(６,６５６万円)

７億４,６６４万円
(５,５６１万円)

介護保険

１日平均施設利用者数  ４９.２人
１日平均短期入所利用者数

  ８.６人
１日平均通所介護利用者数

１６.１人

－1,８２２万円
(８２６万円)

２億７,２８２万円
(△３０３万円)

２億９,１０４万円
(５２２万円)

ラベンダーハイ

ツ事業

５億８,５０６万円
(４,７１４万円)

１億１,３６５万円 
（２,６０１万円）

３３億６,２４０万円
（△８億４,６２２万円）

３４億７,６０４万円
（△８億２,０２３万円）

特別会計合計

１日平均外来患者数    １３６.５人
１日平均入院患者数　  ５５.８人
　内訳　一般病床   　   ３０.１人
　　　　療養・老健　   ２５.７人

２億３,９７９万円
(△７,７３３万円)

６８万円
(△２,７１２万円)

９億１,２２０万円
(△２,７９５万円)

９億１,２８８万円
(△５,５０７万円)

病院事業
企
業
会
計　
【
独
立
採
算
制

　

を
原
則
と
す
る
も
の
】

給水人口　　　　     １０,３１０人
１�あたり収益           １８０.０円
１�あたりかかる費用
                                  １６９.１円

３,６０２万円
(２,６０２万円)

注1△1億３,６８３万円
(△７,８９７万円)

４億３,７１６万円
(１４,０８０万円)

３億   ３３万円
(６,１８３万円)

水道事業

２億７,５８１万円
(△５,１３１万円)

△１億３,６１５万円
（△１億 ６０９万円）

１３億４,９３６万円
（１億１,２８５万円）

１２億１,３２１万円
(６７６万円)

企業会計合計

�表中の数字は、１万円未満を四捨五入しているため、端数処理により合計額等が異なる場合があります。
�注１～資本的収支（水道事業のうち水道施設を建設・整備するための経費）の赤字額は、減債積立金（借入金の返済に充てるために積み立てたも
　の）及び過年度分損益勘定留保資金(現金の支出を必要としない減価償却費などを積み立てたもの)で補てん済

広報かみふらの ２００９.１０   �

特別会計・企業会計
平成２０年度に後期高齢者医療特別会計が新たに設置されたことにより、町には７つの特別会計と２つの企業会計があ
ります。
水道事業会計の赤字額については、減債積立金（借入金の返済に充てるため積み立てたもの）などで補てん済みであり、
実質的にはすべての会計で黒字決算となりました。
ただし、各会計は一般会計からの繰入金（総額８億６,０００万円）により支えられている実態にあることから、今後もなお
一層健全な財政運営に向けて努力していきます。



判断基準
平成１９年度決算平成２０年度決算健全化判断比率

財政再生基準早期健全化基準

20％15％―
（2.1％黒字）

―
（4.4％黒字）実質赤字比率

40％20％―
（12.9％黒字）

―
（15.0％黒字）連結実質赤字比率

35％25％21.4％21.1％実質公債費比率

なし350％135.7％134.4％将来負担比率

平成２０年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率がまとまりましたので、お知らせします。
各比率は、すべて基準値を下回っており健全段階にありますが、財政状況の実態は、経常的な収入の９割近くが経常的
な支出（人件費・扶助費・公債費）に充てられ、また収入の７割が国や北海道から交付される依存財源で賄われているこ
とから、財政構造は依然として厳しい状況にあります。
今後も健全な財政運営に向けて、努力していきます。

�  広報かみふらの ２００９.１０

健全化判断比率を公表します

２０％

経
営
健
全
化
基
準

―
（１.０％黒字）公共下水道事業

資金不足比率

―
（１３.４％黒字）簡易水道事業

―
（１２.８％黒字）病院事業

―
（１５９.２％黒字）水道事業

【資金の不足額÷事業の規模】
公営事業ごとの赤字の大きさが事業の規模（料金
収入）に対してどの程度あるかを示すものです。
公営企業は、必要な費用を自らの料金収入で賄
う独立採算制となっています。
家庭で例えると、すでに自立した子どもの生活
とも言えます。子どもの赤字や借金が増えると、
親も無関係とも言えないため、親に影響を及ぼ
さないよう個々の収支をチェックしています。

問合せ　総務課企画財政班　��６９８０　　　　　ホームページ http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp

資金不足比率

【一般会計赤字額÷町の財政規模】
町の最も主要な会計である一般会計が赤字となった場
合の割合です。
家庭で例えると、大黒柱（一般会計）の財布の状況で、年
間収支の赤字が１年間の給料に対して、どのくらいの
割合かを示すものです。

【１年間の借金返済額÷町の財政規模】
全会計（一般会計・特別会計・企業会計）のローン返済に
支出された額の割合です。家庭で例えると、大黒柱（一
般会計）の１年間の給料に対する１年間のローン返済額
（全会計）の割合で、ローン返済額には、大黒柱自身の
ローンのほか、家族（公営事業）や町内会（一部事務組合
など）のローンの大黒柱負担分なども含まれます。

【(負債残高総額－積立金等総額)÷町の財政規模】
家庭に例えると、１年間の給料に対して、ローン総額が
どのくらいあるかの割合です。大黒柱自身のローンの
ほか、家族（公営事業）や町内会（一部事務組合など）の
ローン負担分、親戚（第３セクター）のローンの肩代わ
り分も含まれますが、貯金（基金）分は差し引いて考え
ます。

【全会計の赤字総額÷町の財政規模】
一般会計だけでなく、特別会計や企業会計といった公
営企業会計を含む全会計の赤字総額の割合です。
家庭で例えると、大黒柱以外の家族（公営事業）が赤字
を抱えている場合、大黒柱（一般会計）の赤字でなくて
も、最終的に責任を取らなければなりません。家族全
体の赤字が大黒柱の給料のどのくらいの割合かを示す
ものです。

実質赤字比率

将来負担比率

実質公債費比率

連結実質赤字比率
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もう健診は受けられましたか？

７５歳以上
昭和１０年３月３１日以
前生まれ

４０歳～７４歳
昭和１０年４月１日～　　
昭和４５年３月３１日生まれ

２０歳～３９歳
昭和４５年４月１日～　　
平成２年３月３１日生まれ

年齢
平成２２年３月
３１日現在

後期高齢者医療保険
※６５歳～７４歳までの障
　がい認定を受けた方
　で加入の方を含む

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

加入している
健康保険

６月に個別送付した受
診券

加入している健康保険
から発行される受診券
をお持ちください。
健診内容や受診料は、
各健康保険により異な
ります。

６月に個別送付した受
診券

※高血圧・糖尿病・高
　脂血症などで病院に
　かかっている方も受
　診してください。

受診券はありませ
ん。

希望される方は、
事前に保健福祉課
健康推進班へ申込
みください。

受診券はありませ
ん。

６月に送付の書類
を持参し、当日会
場へお越しくださ
い。

健康診査
受診券

５００円４０～６９歳　２,０００円
７０～７４歳　１,０００円１,０００円受診料

１１月５日（木）
６：００～１１：００

１１月６日（金）
６：００～１１：００

１１月５日（木）
６：００～１１：００

１１月５日（木）
６：００～１１：００健診日時

保健福祉総合センターかみん健診場所

�被保険者証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付
　の書類一式

�健康保険証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付
　の書類一式

�被保険者証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付
　の書類一式

�健康保険証
�受診料
�問診票など事前
　送付の書類一式

�被保険者証
�受診料
�問診票など事前
　送付の書類一式

持参するもの

　今年の特定健診、肺がん・結核検診をまだ受けられていない方は、ぜひこの機会に受けましょう。

その他場　所料　金対象者日　時
肺がん・結核検診
（胸部Ｘ線検査） 対象となる方には、１０月

下旬に個別案内します。
保健福祉総合セン
ターかみん無料４０歳以上１１月５日（木） 

～６日（金） 

国民健康保険以外の健康保険証をお持ちの方

「特定健康診査受診券」はお手元に届いていますか？

※４０歳以上の方又は２０～３９歳の国民健康保険加入者には、６月に書類一式を送付しています。お持ちでない方は、保健福
　祉課健康推進班へご連絡ください。

加入している健康保険から「特定健診受診券」は届きましたか？

かみんで特定健診を受診すると、肺がん・結核検診も同時に受診できます。

「特定健診受診券」
　�有　　受診券・被保険者証・６月に町から送付された書類等を持参し、受診してください。
　�無　　加入している健康保険へ受診券の申請手続きをしてください。

特定健診日程特定健診日程 問合せ
　保健福祉課健康推進班　��６９８７
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●●健診受診後は特定保健指導で生活習慣病を予防しよう ●●

特定保健指導の対象者特定保健指導の対象者

「特定保健指導利用券」をお持ちの方、健診結果一式を持参し、かみんへ！

６か月後の数値�健診後の数値健診項目
（下段は基準値）

８４�特
定
保
健
指
導
を
受
け
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
！

８９.５�腹囲
　男～８５�

７０.４�７５�体重

９９�/�３８８�/�中性脂肪
　３０～１４９�/�

５０�/�４２�/�ＨＤＬコレステロール
　４０～１１９�/�

４.６％４.８％HbA1c
　～５.１％

１３９�Hg１４９�Hg最高血圧
　～１２９�Hg

７９�Hg８１�Hg最低血圧
　～８４�Hg

６.４�/�６.９�/�尿酸
　～６.９�/�

�ビールはやめた
�菓子パンは半分
�揚げ物・油もの
　を控えた
�職場まで歩いた
　（２０～３０分）

�ビールは毎日２
　�
�間食は菓子パン
�運動はしていな
　い

生活習慣

昨年（平成２０年）の特定健診受診者
１,７１３名【国民健康保険加入者】

３４２名（２０.０％）治療が必要な方

２６２名（１５.３％）特定保健指導対
象者

６３９名（３７.３％）生活習慣病で治
療中の人

４７０名（２７.４％）異常なし

�Ａさん（４５歳男性）の場合

－５.５�

－４.６�
� 結果

�

治療すること
で重症化を防
げました

※町では、生活習慣病予防のため、
　特定保健指導の対象となった方
　だけでなく、必要に応じて、異常
　なしとなった方へも、健診の数
　値により、指導を行っています。

健診を受診する前は
大丈夫だと思ってい
た。
健診結果の説明を聞
いて、データがよく
ないことがわかり、
自分の健診結果に合
わせた生活の改善が
必要だと気づいた。

正常に！

Ａ生活習慣を見直せば、病気を予防できます！
Ｑ 特定保健指導で予防は可能でしょうか？

腹囲とＢＭＩで判定ステップ１

健診結果で判定ステップ２

ステップ１とステップ２から判定ステップ３

�・� の方は、ステップ２へ。
　※ただし、高血圧・糖尿病・高脂血症で内服をしている方は、特定保健指導の対象外です。
� の方も特定保健指導の対象ではありません。�

� 血糖　　空腹時血糖１００�/�以上・HbA1c５.２％以上
� 脂質　　中性脂肪１５０�/�・ＨＤＬコレステロール４０�/�以下
� 血圧　　収縮期１３０�Hg以上・拡張期８５�Hg以上

ステップ１の程度とステップ２のリスクの合計＋喫煙しているかどうかにより、特定保健指導の対象になり、
対象者には各健康保険（国保以外）から「特定保健指導利用券」が発行されます。
国保加入者で対象となった方へは、町から特定保健指導の案内を送付します。

� 腹囲が男性８５�以上、女性９０�以上
� 腹囲が男性８５�未満、女性９０�未満だが、ＢＭＩ｛体重�÷（身長�×身長�）｝が２５以上
� 上記のどちらにも該当しない
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体育協会加盟団体一覧

会
長　

渡
辺
延
英
【
会
員　

名
】

２５

　

当
町
の
柔
道
は
、
昭
和　

年
に

２７

柔
道
愛
好
会
が
結
成
さ
れ
、
旧
公

民
館
の
講
堂
で
け
い
こ
を
始
め
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

昭
和　

年
に
柔
友
会
と
し
て
体

４２

育
協
会
に
加
入
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
、
柔

道
少
年
団
が
週
２
回（
月
・
水
）　

時
１８

〜　

時
ま
で
、
自
衛
隊
柔
道
部
の

１９

皆
さ
ん
と
汗
を

流
し
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ

津
島
昭
雄

�
�
９
２
１
８

��
 
柔
道
連
盟

柔
道
連
盟

会
長　

中
川
一
男
【
会
員　

名
】

５０

　

昭
和　

年
か
ら
剣
道
愛
好
会
、

２８

武
道
愛
好
会
等
の
変
遷
を
得
て
、

昭
和　

年
に
上
富
良
野
町
剣
道
連

４３

盟
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

剣
道
を
通
じ
て
、
少
年
た
ち
の

健
全
育
成
は
も
と
よ
り
、
心
と
基

本
を
大
切
に
け
い
こ
に
励
み
、
父

母
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
小
学
１

年
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
緒
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
剣
道

を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ

杉
本　

勝

�
�
２
８
０
３

（
わ
か
ば
愛
育
園
）

��
 
剣
道
連
盟

剣
道
連
盟

会
長　

今
村
辰
義
【
会
員　

名
】

８４７

　

会
員
の
大
部
分
は
、
自
衛
官
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
全
日
本
銃
剣
道

連
盟
・
北
海
道
銃
剣
道
連
盟
と
連

携
し
て
活
動
す
る
一
方
、
毎
年
、

全
道
大
会
・
全
日
本
大
会
に
多
く

の
選
手
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昇
段
審
査
会
・
町
戦
没
者

追
悼
招
魂
祭
・
神
社
例
大
祭
に
お

け
る
銃
剣
道
大
会
を
主
催
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ

橋
本　

清
一

�
�
３
１
０
１

　

内
線
６
５
７

（
陸
自
４
特
群
）

��
 
銃
剣
道
連
盟

銃
剣
道
連
盟

会
長　

高
橋
克
司
【
会
員　

名
】

３８

　

魁
星
舘
で
は
、
幼
児
か
ら
高
校

生
を
中
心
と
し
た
子
供
た
ち
が
空

手
道
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

数
々
の
大
会
で
は
、
型
・
組
手
の

部
で
優
勝
・
準
優
勝
な
ど
素
晴
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
を
通
し
て
体
を
鍛
え
、

技
を
磨
き
、
心
を
強
く
す
る
こ
と

を
学
び
な
が
ら
、
各
大
会
制
覇
、

全
国
優
勝
を
め
ざ
し
て
日
々
努
力

を
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ

服
部　

典
宏

�
０
８
０
６
０

７
３
２
２
０
１

��
 
空
手
道
連
盟

空
手
道
連
盟

会
長　

齊
藤
正
弘
【
会
員　

名
】

２８

　

少
林
寺
拳
法
上
富
良
野
支
部
は

平
成　

年
に
富
良
野
ス
ポ
ー
ツ
少

１２

年
団
部
長
で
あ
る
小
玉
憲
仁
先
生

よ
り
引
継
ぎ
、
早　

年
が
経
と
う

１０

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
７
名
だ
っ
た
拳
士
も
現

在
は　

名
の
在
籍
と
な
り
、
丈
夫

２８

な
体
と
強
い
心
を
め
ざ
し
て
週
２

回
の
け
い
こ
を
楽
し
く
、
厳
し
く
、

に
ぎ
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。

一
日
体
験
入
門

も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

齊
藤　

慎
吾

�
�
４
８
１
１

��
 
少
林
寺
拳
法
上
富
良
野
支

少
林
寺
拳
法
上
富
良
野
支
部部

会
長　

芳
賀　

実
【
会
員　

名
】

８０

　

上
富
良
野
ス
キ
ー
連
盟
は
、
昭

和　

年
３
月
４
日
に
連
盟
を
設
立

４０
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
中
は
、
主
に
日
の
出

ス
キ
ー
場
で
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

公
認
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

や
級
別
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
、
底

辺
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ

上
村
正
人

�
�
６
４
０
０

（
役
場
総
務
課
）

��
 
ス
キ
ー
連
盟

ス
キ
ー
連
盟

会
長　
　

田
義
寛
【
会
員　

名
】

７４

　

十
勝
岳
山
岳
会
は
、
昭
和　

年
２６

３
月
に
設
立
し
、
十
勝
岳
連
峰
を

中
心
と
し
た
登
山
道
の
整
備
、
十

勝
岳
山
開
き
の
支
援
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
登
山
会
、
例

会
を
行
い
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

今
期
最
後
の
秋
山
登
山
を　

月
１０

　

日（
土
）〜　

日（
日
）ニ
セ
コ
方

２４

２５

面
で
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

伊
藤
欣
治

�
�
２
５
５
４

��
 
十
勝
岳
山
岳
会

十
勝
岳
山
岳
会

会
長　

元
木
俊
明
【
会
員　

名
】

６８

　

野
球
は
、
両
チ
ー
ム
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
あ
い
さ
つ
で
終
わ

る
。
あ
い
さ
つ
が
さ
わ
や
か
さ
を

感
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
野
球
少
年
団
は
、
ジ
ャ

ガ
ー
ズ（
上
小
）と
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
西
小
）の
２
団
体
。
上
中
野
球
部

は
、
昨
年
全
国
大
会
に
出
場
。
一

般
で
は
、
多
田
ク
ラ
ブ
・
自
衛
隊
・

役
場
チ
ー
ム
・

シ
ニ
ア
野
球
ク

ラ
ブ
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ

福
本
利
則

�
�
３
９
９
０

��
 
野
球
連
盟

野
球
連
盟

会
長　

水
谷
金
次
【
会
員　

名
】

３４

　

昭
和　

年
に
結
成
さ
れ
「
い
つ

３８

で
も
、
ど
こ
で
も
簡
単
に
始
め
ら

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
、
小
学
生

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
楽
し

め
ま
す
。

　

卓
球
に
は
硬
球
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
が
あ
り
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
は
高

齢
者
向
き
で
、
硬
球
よ
り
球
が
大

き
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
遅
い
た
め
、

今
ま
で
卓
球
し
た
こ
と
の
な
い
人

で
も
簡
単
に
ラ

リ
ー
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

吉
居　

実

�
�
５
４
６
２

��
 
卓
球
協
会

卓
球
協
会

会
長　

足
立　
　
【
会
員　

名
】

８０

 　

協
会
設
立
は
昭
和　

年
で
、
創

３７

立　

年
を
迎
え
、
過
去
に
は
青
年

４７
男
子
、
青
年
女
子
チ
ー
ム
が
９
人

制
の
全
道
大
会
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
り
、
春
と
秋
に　

チ
ー
ム

２１

が
参
加
し
て
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦

を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
職
場

チ
ー
ム
も
無
く
な
り
、
マ
マ
さ
ん

（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ズ

火
・
金
）、
中
学
女
子
、
小
年
団

（
ウ
ィ
ン
グ　

月
・
火
･
木
・

金
）が
活
動
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ

中
田　

繁
利　

�
�
５
１
１
０

��
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
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会
長　

仙
波　

勲
【
会
員　

名
】

８９

　

平
成
６
年
に
設
立
。
現
在
、　
２０

〜　

歳
代
の
愛
好
者
が
健
康
増

７０
進
・
技
量
の
向
上
な
ど
を
め
ざ
し

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
コ
ー
ト
も
狭
く

４
人
制
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
、
夜
は

い
ず
れ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。
健
康
な
方
で
あ
れ
ば

す
ぐ
始
め
ら
れ
ま
す
。
初
心
者
を

募
集
し
て
い
ま

す
。

　

月　

日（
日
）

１１

１５

に
大
会
予
定
。

問
合
せ

北　

孝
吉

�
�
５
２
０
７

��
 
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

会
長　

桑
田
由
男
【
会
員　

名
】

８８

　

雪
国
の
北
海
道
で
は
、
半
年
が

冬
期
間
に
な
る
た
め
、
当
町
で
発

祥
し
た
の
が
室
内
ゴ
ル
フ
で
、
近

隣
の
市
町
村
に
も
紹
介
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
も
増
加
し
、
ゴ
ル
フ
を
「
一

生
の
友
」
と
す
る
愛
好
者
の
交
流

と
親
睦
を
図
り
、
各
種
大
会
等
を

開
催
し
て
、
生
き
が
い
健
康
持
続

と
明
る
い
長
寿

社
会
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま

す
。

問
合
せ

桑
田
由
男

�
�
３
６
０
３

��
イ
ン
ド
ア
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ゴ
ル
フ
協
会

イ
ン
ド
ア
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ゴ
ル
フ
協
会

会
長　

高
橋
俊
治
【
会
員　

名
】

６８

　

イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
協
会
は
平
成

９
年
に
設
立
し
、
冬
期
間
の
健
康

増
進
・
維
持
と
親
睦
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、　

月
〜
翌
年
４
月
ま

１１

で
、
毎
週
土
・
日
・
月
曜
日
に
公

民
館
で
練
習
し
、
第
３
日
曜
日
に

は
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
沿
線
の
交
流
大

会
の
ほ
か
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
連
絡
を
。

問
合
せ

川
口　

清

�
�
２
１
７
１

��
 
イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
協
会

イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
協
会

会
長　

中
村
有
秀
【
会
員　

名
】

４５

『
夏
で
も
冬
で
も
楽
し
め
ま
す
』

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
カ
ー
リ

ン
グ
愛
好
会
の
有
志
に
よ
り
、
若

い
人
や
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
う
目
的
で
、
今

年
４
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
予
定

�
初
心
者
教
室　
　

月　

日（
火
）

１１

２４

�
住
民
会
対
抗　
　

月　

日（
日
）

１１

２９

　

毎
週
火
曜
日
、
社
教
セ
ン
タ
ー

で
練
習
し
て
お

り
、
見
学
や
体

験
も
で
き
ま

す
。

問
合
せ

川
添
久
義

�
�
４
２
６
８

��
 
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
 
上
富
良
野
町
体
育
協
会

会
長　

中
村
有
秀
【
会
員　

名
】

２１０

　

登
録
チ
ー
ム　

、
審
判
員　

名

１４

１２

で
、
島
津
球
場
で
夜
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は　

チ
ー
ム
が
総
当
り
で

１４

　

試
合
を
戦
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー

９１ル
は
選
手
９
名
で
盗
塁
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
あ
り
。
チ
ー
ム
は
自
衛
隊
、

教
職
員
、
商
店
、
役
場
と
多
彩
。

最
後
に
優
秀
選
手
な
ど
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

加
盟
等
に
つ
い

て
は
、
問
合
せ

を
。

問
合
せ

米
陀
政
則

�
�
３
９
２
７

��
 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長　

村
田
六
輔
【
会
員　

名
】

６０

　

水
泳
連
盟
は
、
昭
和　

年
に
設

５４

立
さ
れ
、
以
来　

年
近
く
子
ど
も

３０

た
ち
の
水
泳
教
室
を
中
心
に
、
正

し
い
技
術
、
泳
法
の
習
得
、
基
礎

体
力
の
向
上
を
目
標
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
夏
の
３
か
月
定
期
講
習

の
み
の
活
動
で
、
数
少
な
い
指
導

員
が
フ
ル
回
転
で
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
の

夏
に
プ
ー
ル
で

お
逢
い
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

村
田
六
輔

�
�
３
３
８
５

��
 
水
泳
連
盟

水
泳
連
盟

会
長　

三
野
隆
治
【
会
員　

名
】

２５

　

私
た
ち
テ
ニ
ス
協
会
は
、
テ
ニ

ス
を
通
じ
て
友
達
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
い
う
仲
間
の
集
ま
り
で
、
夏

は
富
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
冬
は
東

中
中
学
校
体
育
館
で
定
期
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
は
、
年

齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
体
力
に
応

じ
て
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒

に
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
連
絡

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ

棟
方　

崇
王

�
０
９
０
９
５

２
５
７
７
２
２

��
 
テ
ニ
ス
協
会

テ
ニ
ス
協
会

会
長　

瀬
川
外
吉
【
会
員　

名
】

５０

　

昭
和　

年
７
月
に
愛
好
会
と
し

６０

て
発
足
。
平
成
元
年
頃
に
は
、
町

内
各
地
に
チ
ー
ム
が
編
成（　

団
１５

体　

名
）さ
れ
、
町
内
外
の
各
種
大

１１４
会
へ
の
参
加
は
、
年
間　

回
に
も

２０

及
ん
で
い
ま
し
た
。
近
年
は
高
齢

化
と
農
業
地
域
の
人
口
減
少
で
会

員
数
も
半
減
し
、
現
在
は
８
チ
ー

ム
が
活
動
。
今
年
は
、
北
海
道
で

開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

に
「
か
み
ふ
ラ

ベ
ン
ダ
ー
」
と

し
て
出
場
し
ま

し
た
。

問
合
せ

成
田
政
一

�
�
３
９
０
６

��
 
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

今月１２日は体育の日。健康づくりや多くの人との交流を図るため、スポーツをしてみませんか。
町内には、様々なスポーツ団体がありますが、その中で体育協会に加盟している団体を紹介します。
加入など詳しくはお問合せください。

１０月第２月曜日は『体育の日』 スポーツに親しみ健康な心身を培う日 スポーツを楽しもう！

会
長　

岩　

治
男
【
会
員　

名
】

１４２

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
が
発
足
し

た
の
は
、
平
成
３
年
で
す
。

　

当
時
は
、
島
津
公
園
内
を
ぐ
る

ぐ
る
回
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
「
こ

れ
ぞ
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
」　

と
確
信
し
、
普
及
さ
せ
る
決
意
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
努
力
の
か
い
が
あ
っ

て
、
今
日
で
は
趣
味
・
交
流
・
健

康
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一

環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
方

も
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

問
合
せ

服
部
久
雄

�
�
３
９
９
８

��
 
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

会
長　

元 
木 
俊 
明　

　

上
富
良
野
町
体
育
協
会
は
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
発
展

を
図
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和　
４１

年
に
９
団
体
の
加
盟
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、　

団
体
、
約
２
千
名

２０

の
会
員
を
擁
す
る
組
織
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

年
間
の
活
動
は
、
加
盟
団
体
と

の
連
携
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
の

意
見
交
換
会
の
実
施
、
支
援
事
業

と
し
て
戦
没
者
追
悼
奉
賛
ス
ポ
ー

ツ
行
事
及
び
神
社
祭
典
奉
納
ス

ポ
ー
ツ
行
事
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の

福
祉
運
動
会
等
へ
の
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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�職員給与・年齢
北海道上富良野町

区　分
平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

43歳9か月397,316円43歳1か月384,405円一般行政職 

47歳9か月359,880円57歳3か月420,022円技能労務職 

類似団体上富良野町
区　分

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

40歳9か月356,625円36歳1か月327,823円税務職 

43歳7か月326,451円39歳4か月326,401円福祉職 

46歳6か月1,264,048円43歳7か月1,107,500円医　師 

42歳7か月344,880円42歳1か月359,587円看護・保健職 

�一般行政職の級別職員数等
構成比職員数標準的な職務内容区分 

3.7％4人定型的な業務を行う職務
相当高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務１級

5.5％6人高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務２級

31.2％34人

１ 主査等の職務
２ 主任の職務
３ 困難な業務を処理する主査等の職務
４ 困難な業務を処理する主任の職務

３級

30.3％33人１ 主幹等の職務
２ 特に困難な業務を処理する主査等の職務４級

20.2％22人１ 課長等の職務
２ 困難な業務を処理する主幹等の職務５級

9.1％10人困難な業務を処理する課長等の職務６級

�人件費（一般会計決算）

人件費人件費 
10億7,375万円10億7,375万円（（14.1％14.1％））

歳

給与費給与費 
7億6,010万円7億6,010万円（70.8（70.8％％））

�人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対する給与
・議会議員や各種委員会委員の報酬
・共済費等（民間の社会保険料事業主
負担分に相当）

�職員給与費（一般会計決算）

給料給料 
5億 14万円5億  14万円（65.8（65.8％％））

期末勤勉手当期末勤勉手当 
1億8,963万円1億8,963万円（24.9（24.9％％））

職員手当職員手当 
7,033万円7,033万円（9.3（9.3％％））

�給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当（退職手当を除く）

�一人当たり平均給与費
　（一般職122人・特別職3人）
・6,081千円

�職員初任給
北海道上富良野町区　分

172,200円170,200円大学卒
一般行政職 

140,100円138,400円高校卒

140,100円134,000円高校卒技能労務職 

�職員の経験年数別・学歴別平均給与月額
経験年数
20～2４年

経験年数
15～１9年

経験年数
10～１４年区　分

― 337,166円 273,900円 大学卒
一般行政職 

332,320円 288,675円 241,266円 高校卒

�特別職の報酬等
退職手当

期末手当給料（報酬）月額区　分
支給時期 １期の手当額算定方式 

（退職日の給料月額×支給割合×在職期間） 

任期満了時 
15,939,000円 21.252月分 （平成20年度支給実績） 

3.5月分 
750,000円 町　長 

8,320,400円 13.420月分 620,000円 副町長 

（平成20年度支給実績） 
3.5月分 

275,000円 議　長 

205,000円 副議長 

170,000円 議　員 

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給額に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込
　み額です。

平
成　

年
度
人
件
費
・
給
与
費
の
状
況
と
、
職
員
給
与
・
職
員
数

20

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

その他報酬その他報酬・・共済費等共済費等 
３億,３６５万円３億,３６５万円（29.2（29.2％％））

出 76億1,989万円出　76億1,989万円

人件費・給与費の状況　平成20年度決算

職員の平均給与・平均年齢・初任給等  平成20年４月１日現在

� 職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののののののののののの
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与
とととととととととととととととととととととととと

員
の
給
与
と

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数
のののののののののののののののののののののののの
ああああああああああああああああああああああああ
らららららららららららららららららららららららら
まままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししし

職
員
数
の
あ
ら
ま
し

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
件費　10億7,375万円人 与費　7億6,010万円給
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�期末手当・勤勉手当
国北海道上富良野町

一人当たり平均支給額
（平成19年度） 

一人当たり平均支給額
（平成20年度） 

1,672千円  1,527千円  
(平成19年度支給割合) (平成19年度支給割合) (平成20年度支給割合) 

勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 
1.5 月分 3.0 月分 1.45 月分 3.0 月分 1.45 月分 3.0 月分 
(0.8) 月分 (1.6) 月分 (0.75) 月分 (1.6) 月分 (0.75) 月分 (1.6) 月分 

（加算措置の状況）（加算措置の状況）（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

・役職加算　　  5～20％・役職加算　　  5～20％・役職加算　　なし
・管理職加算　10～25％・管理職加算　10～25％・管理職加算　なし

※（　 ）内は、再任用職員に係る支給割合です。

�特殊勤務手当

64千円支給実績（平成20年度決算）

4,907円支給職員一人当たり平均支給額
（平成20年度）

10.6％職員全体に占める手当支給職員
の割合（平成20年度）

★手当の種類
　�道路上除雪作業手当
　�滞納処分従事手当
　�野犬掃討手当
　�行旅病人・死亡人取扱手当
　�防疫等作業手当

�その他の手当
国の制度
との異同

支給職員一人当た
り平均支給年額　
（平成20年度決算）

支給実績
（平成20年度決算）

内容及び支給単価手当名

異なる
扶養家族
の支給額

249,647円16,976千円 
配偶者 　13,000円 
扶養家族   6,000円 
１６歳～２２歳まで5,000円加算 

扶養手当 

異なる
自宅の支
給額

134,880円10,116千円 借家・借間　27,000円以内 
自宅　　　　  7,000円 住居手当 

異なる
自動車等
使用の場
合の額　

61,941円1,053千円 
自動車等使用の場合 
通勤距離に応じて１�４７５円を
乗じて得た額 

通勤手当 

異なる
支給額391,153円10,170千円 課長職　40,000円

主幹職　30,000円管理職手当 

同じ97,443円12,083千円 

世帯主である職員（扶養あり）
　　　　　　   131,900円
その他の世帯主である職員
 72,900円
その他の職員　 51,700円

寒冷地手当 

�時間外手当
支給職員一人当た
り平均支給年額　

支給実績年度

164千円16,594千円平成19年度

178千円16,384千円平成20年度

�部門別職員数
対前年
増減数

職　員　数区分　
　部門 平成20年平成19年

±033議　会

一
般
行
政
部
門

一
般
会
計
部
門

±02525総　務

±077税　務

���労　働

△21214農林水産

±044商　工

△21113土　木

±03232民　生

△21113衛　生

△6105111小　計

△11718教育部門

���消防部門

△7122129小　　計

14443病　　院
公
営
企
業
会
計
部
門

154水　　道

���交　　通

±033下　水　道

±02727そ　の　他

27977小　　計

△5201206合　　　計

�定員適正化目標（数・率）

数値目標
計画期間

終期始期

△29人
（△13.3％ 189人）平成２４年３月３１日平成１８年４月１日

進捗率　58.6％平成２０年４月１日現在における職員数
２０１人（△7.8％ △20人）

職員の手当の状況

職員数の状況
各年４月１日現在

定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

問合せ
総務課総務班　��6400　��5362
行政ホームページ　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/
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上
富
良
野
町
と
三
重
県
津
市
と
の
縁
は
、

明
治　

年
上
富
良
野
町
草
分
地
区
に
入
植
し

30

た
田
中
常
次
郎
氏
ほ
か
8
名
が
三
重
県
津
市

出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
９
年
上
富

良
野
町
開
基　

年
を
基
に
姉
妹
都
市
を
提
携

１００

し
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
、
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
と
し
て
小
学

6
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
９
名
が
津
市
を

訪
問
後
、
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
の
主
催
に

よ
り
、
平
成　

年
、
平
成　

年
、
平
成　

年

１３

１６

１９

の
い
ず
れ
も
１
月
に
述
べ　

名
が
津
市
を
訪

116

問
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
町

内
全
域
の
児
童
を
対
象
と
す
る
た
め
、
青
少

年
国
内
交
流
実
行
委
員
会（
国
内
外
交
流
の

会
、
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
か
ら
委
員
選
出
）

を
組
織
し
、
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
す
。

　

開
拓
先
祖
の
地
で
あ
る
姉
妹
都
市
「
津
市
」

を
訪
問
し
、
地
元
の
小
学
生
と
の
交
流
や
開

拓
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

�
日　

程

　
　

平
成　

年
１
月　

日（
月
・
祝
日
）〜　

２２

１１

１４

　
　

日（
木
）　

３
泊
４
日

　
　

事
前
研
修　

平
成　

年　

〜　

月

21

11

12

　
　
　
　
　
　
　

※
４
回
予
定

　
　

事
後
研
修　

平
成　

年
2
月

22

�
研
修
先　

三
重
県
津
市
ほ
か

�
研
修
目
的

　

上
富
良
野
町
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
、
上
富

良
野
町
に
入
植
し
た
三
重
団
体
の
故
郷
、
三

重
県
津
市
を
訪
問
し
、
地
域
・
歴
史
・
文
化
・

生
活
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
提
携
に
よ
り
児
童
相
互

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

�
対　

象

　

町
内
に
保
護
者
と
在
住
し
、
本
事
業
に
か

か
る
研
修
に
出
席
で
き
る
小
学
４
〜
６
年

生
。
保
護
者
は
、
上
富
良
野
町
税
等
の
滞
納

者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
措
置
等
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
税
等
に

滞
納
が
な
い
者
。

�
定　

員　
　

名　
４０

�
研
修
費
用

　

6
万
3
千
円
以
内（
旅
費
、
研
修
・
交
流
費
、

　

宿
泊
・
食
費
等
）

　

※
研
修
費
用
の
う
ち
、
約　

%
は
上
富
良

60

　
　

野
町
青
少
年
国
内
交
流
推
進
事
業
補
助

　
　

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補
助
し
ま
す
の

　
　

で
、
自
己
負
担
分
は
約　

%
で
す
。

４０

　

※
旅
行
保
険
・
こ
づ
か
い
等
は
別
途
個
人

　
　

負
担
願
い
ま
す
。

�
申
込
期
間

　
　

月　

日（
火
）〜　

日（
金
）　

１０

１３

３０

　

平
日
の
8
時　

分
〜　

時　

分
ま
で

30

17

30

�
申
込
方
法

　

上
富
良
野
町
青
少
年
交
流
推
進
事
業
申
込

書
及
び
納
税
状
況
確
認
同
意
書
に
記
入
の
う

え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

�
そ
の
他

①
研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
説
明
会

　

で
周
知
し
ま
す
。

②
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

　

定
し
ま
す
。

　
�
抽
選
日
時　
　

月
６
日（
金
）

１１

　
　
　
　
　
　
　
　

時　

分

１８

３０

　
�
場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

※
本
人
及
び
保
護
者
同
伴
に
よ
る
出
席
を

　
　

お
願
い
し
ま
す
。

�
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
富
良
野
町
青
少
年
国
内
交
流
実
行
委
員

　

会
事
務
局（
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班
）

　
�
�
5
5
1
1

第
５
回
青
少
年
国
内
交
流
事
業

姉
妹
都
市 
三三
重重
県県
津津
市市
を
訪
問
し

開
拓
の
歴
史
を
訪
ね
よ
う

参�
加�
者�
募�
集
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

公
民
館
講
座

『
天
体
観
測
会
』

　

西
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
天
文
台
で

季
節
の
惑
星
や
星
座
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　

月　

日（
金
）　　

時
〜　

時

１０

３０

１９

２０

�
月（
十
三
夜
）・
木
星
・
天
王
星
・
海
王
星

会
場　

西
小
学
校
チ
ヤ
レ
ン
ジ
天
文
台

講
師　

中
西　

靖
男　

氏

受
講
料　
 
無
料

定
員　
　

名
２０

申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

１０

２３

そ
の
他　

悪
天
候
の
場
合
は
、
天
体
映
像
鑑

　

賞
と
な
り
ま
す
。

第　

回
総
合
文
化
祭

４６

　

総
合
文
化
祭
は
、　

月　

日
〜　

月
3
日

10

31

11

ま
で
の
4
日
間
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

等
で
開
催
し
ま
す
。

　

文
化
と
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

（
小
さ
な
音
楽
会
、
町
民
コ
ン
サ
ー
ト
、
芸
能

発
表
、
作
品
展
示
な
ど
）を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
展
示（
町
民
作
品
展
・
郷
土
館
特
別
展

　

ほ
か
）

　

日
時　
　

月　

日（
土
）〜　

月
１
日（
日
）

10

31

11

　
　
　
　
　

9
時
〜　

時
19

　
　
　
　
　

月
2
日（
月
）

11

　
　
　
　
　

9
時
〜　

時　

分

17

30

　
　
　
　
　

月
3
日（
火
・
祝
日
）

11

　
　
　
　
　

9
時
〜　

時
予
定（
芸
能
発
表

18

　
　
　
　
　

終
了
時
ま
で
）

　

会
場　
　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー　

※　

月　

日（
金
）い
し
ず
え
大
学
と
銀
嶺
大

10

30

　

学（
中
富
良
野
町
）と
の
交
流
会
開
催
に
あ

　

た
り
、
総
合
展
示（
9
時
〜　

時　

分
）を

17

30

　

事
前
公
開
し
ま
す
。
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日（
日
）

１０

２５

　
　
　

開
場　
　

時　

分　
　

開
演　
　

時

１３

３０

１４

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

上
富
良
野
混
声
合
唱
団

　
　
　
　
　

団
長　

和
田
昭
彦

　
　
　
�
０
９
０
‐
９
０
８
６
‐
４
１
８
５

第　

回
富
良
野
沿
線
合
唱
祭

１２

コ
ー
ル
・
サ
ン
ピ
ラ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
各
種
事
業

　
　

月　

日（
土
）　

小
さ
な
音
楽
会
、
町
民

10

31

　
　

ダ
ン
ス
の
つ
ど
い
、
子
ど
も
映
画
会

　
　

月
１
日（
日
）　

町
民
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

11

　
　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
映
画
会

　
　

月
２
日（
月
）　

北
海
道
舞
台
塾
ふ
ら
の

11

　
　

そ
ら
ち
事
業（
会
場
は
保
健
福
祉
総
合

　
　

セ
ン
タ
ー
か
み
ん
）

　
　

月
３
日（
火
・
祝
日
）　

表
彰
式
、
少
年

11

　
　

の
主
張
代
表
者
発
表
、
芸
能
発
表
、
町

　
　

民
茶
会
、
書
道
体
験
、
七
宝
焼
き
、
廃

　
　

油
活
用
石
け
ん
配
布
、
子
ど
も
映
画
会

�
詳
し
く
は
、　

月　

日
の
新
聞
折
込
み
チ

10

27

　

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
合
文
化
祭
開
催
に
よ
る
施
設
利
用
調
整

　

次
の
期
間
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
・
ラ

　

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
・
ラ
ウ
ン
ジ
・
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

月　

日（
月
）　

8
時　

分
〜

10

26

30

　
　
　

月
4
日（
水
）　

正
午
ま
で

11

�
武
道
館

　
　
　

月
１
日（
日
）　

8
時　

分
〜　

時

11

30

17

「
読
書
は
心
の
栄
養
剤
」　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

東
中
中
学
校
長　

岡 
澤 
好 
弘

　

最
近
、
子
ど
も
の
「
読
書
離
れ
」
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
も
含
め
、
月
に
ど
れ

だ
け
の
本
に
接
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

  
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
人
生
を
よ

り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
う

え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

  
昨
今
、
混
と
ん
と
し
た
世
の
中
で
す
か
ら
、

読
書
ど
こ
ろ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
に

と
っ
て
も
、
心
の
栄
養
剤
に
な
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
『
み
ん
な
、
絵
本
か
ら
』（
柳
田
邦
男
・
著
）

の
中
で
、
著
者
は
『
今
、
大
人
こ
そ
絵
本

を
！
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ

『
読
み
聞
か
せ
』
の
重
要
性
と
そ
の
す
ば
ら

し
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
手
の
か
か
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
先
ほ
ど
の
本
の
中
に
書
か
れ
て
い

る
渡
辺
久
子
さ
ん（
世
界
乳
幼
児
精
神
保
健

学
会
副
会
長
）の
こ
と
ば
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

子
育
て
は
「
心
に
汗
し
て
」

　

子
育
て
は
、
汗
水
た
ら
し
て
土
を
耕
す

　

農
家
の
人
の
営
み
に
似
て
い
て

　

手
を
汚
す
こ
と
な
く

　

土
を
耕
す
こ
と
が
で
き
ぬ
よ
う
に

　

心
に
汗
水
す
る
こ
と
な
く

　

子
ど
も
の
心
を
耕
す
こ
と
は
で
き
な
い

　

子
ど
も
に
目
を
か
け
、
手
を
か
け
、
心
を

育
て
る
た
め
に
、
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
で
も
本

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家 庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育 シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号家 庭 教 育 シ リ ー ズ    第　 　 号  ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７０００００００００００００００００００００２７０

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

英
語
指
導
助
手
の
グ
レ
ン
と
一
緒
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　

月　

日（
日
）　

９
時
〜　

時

１０

２５

１２

場
所　

公
民
館

内
容　

お
化
け
か
ぼ
ち
ゃ
作
り
・
ゲ
ー
ム
な

　

ど

対
象　
 
小
学
生

参
加
料　
　

円
２００

持
ち
物　

仮
装
衣
装（
自
由
）

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
　

月　

日（
火
）

１０

２０
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月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
る
方
へ

１０『
出
産
育
児
一
時
金
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
変
わ
り
ま
す

　

原
則　

万
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
４

４２

万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

１
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

２
　

直
接
支
払
い
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
原
則

　

万
円
の
範
囲
内
で
、
ま
と
ま
っ
た
出
産
費

４２用
を
事
前
に
準
備
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま

す
。

�
直
接
支
払
い
制
度
…
医
療
保
険
者（
国
保
・

　

社
保
・
共
済
な
ど
）が
被
保
険
者
に
代
わ
っ

　

て
、
病
院
等
へ
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接

　

支
払
う
制
度
で
す
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

※
出
産
費
用
が　

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

４２

　

そ
の
差
額
を
病
院
に
支
払
い
い
た
だ
き
、

　
　

万
円
未
満
の
場
合
は
、
差
額
分
を
医

４２

　

療
保
険
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

※
直
接
支
払
い
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ

　

な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
（
出
産

　

後
の
事
後
払
い
）
を
利
用
す
る
こ
と
も
可

　

能
で
す
が
、
出
産
費
用
を
病
院
な
ど
に

　

ご
自
身
で
い
っ
た
ん
全
額
支
払
う
こ
と

　

に
な
り
ま
す
。

平平
成成

年年
度度
版版

２２１１

子子
育育
てて
応応
援援
特特
別別
手手
当当

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
6
9
8
7

　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
上
富
良
野
町

２１

１０

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録（
住
民
票
の
あ
る

方
）又
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、

平
成　

年
度
に
お
い
て
小
学
校
就
学
前
３
年

２１

間
に
属
す
る
子
ど
も（
平
成　

年
４
月
２
日

１５

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

１８

　

申
請
・
受
給
は
、
世
帯
主
が
行
い
ま
す
。

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
世
帯
主
が
申
請
・
受

給
で
き
な
い
場
合
、
代
理
申
請
・
代
理
受
給

が
可
能
で
す
。
代
理
申
請
・
代
理
受
給
に
は

委
任
行
為
の
確
認
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

月
中
旬
頃（
予
定
）、
支
給
対
象
世
帯
に

１２
子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成　

年
度
版
）は
、
平
成　

年
４
月　

日

２１

２１

１０

に
決
定
さ
れ
た
「
経
済
危
機
対
策
」
の
一
つ
で
す
。

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
ふ
ま
え
、
幼
児
教
育
の
負
担
に
配
慮
す

る
観
点
か
ら
、
平
成　

年
度
に
限
り
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給

２１

し
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り　

３
万
６
千
円

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
住
民
登
録
で
き

な
い
D
V（
家
庭
内
暴
力
）被
害
者
を
対
象
に

事
前
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

　
　

月　

日
ま
で
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る

１０

３０

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お
申
出
く
だ
さ

い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
事
前
申
請
は
受
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

支
給
の
対
象

支
給
の
対
象

※
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
越
し

な
ど
で
住
所
を
移
し
た
と
き
は
速
や
か
に

住
民
登
録
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

紅
葉
も
見
ご
ろ
の
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
向
山
町
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
先
の
９
月
定
例
町
議
会
で
ご
同
意
を
賜

り
、　

月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
副
町
長
に
再

１０

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
微
力
な
私
が
こ
の
重

責
を
と
も
か
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、
多
く
の
関
係
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
下
の
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
価
値
観
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
ん
で

お
り
、
従
来
の
方
法
と
は
違
う
新
し
い
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
向
山
町
政
の
推
進
の
た

め
に
、
改
め
て
微
力
を
傾
け
、
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
職
責
を
果
た
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

副
町
長

　

田 
浦 
孝 
道

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

支
給
額

支
給
額

申
請
申
請
・・
受
給
受
給

事
前
申
請

事
前
申
請

申
込
み

申
込
み
・・
問
合
せ

問
合
せ
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歳
以
上
の
シ
ニ
ア（
最
高
齢　

歳
）

５０

７７

で
構
成
す
る
上
富
良
野
シ
ニ
ア
野
球
ク

ラ
ブ
と
上
富
良
野
中
学
校
野
球
部
と
の

親
善
試
合
が
富
原
野
球
場
で
開
催
さ
れ

世
代
を
超
え
て
真
剣
に
野
球
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
は
、
地
域
の
野
球
振
興
や

子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど
を
活
動
目
的

と
し
て
い
る
シ
ニ
ア
野
球
ク
ラ
ブ
が
上

中
野
球
部
を
応
援
し
よ
う
と
企
画
し
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

試
合
は
７
回
で
行
わ
れ
、
経
験
豊
富

な
シ
ニ
ア
野
球
ク
ラ
ブ
が
リ
ー
ド
し
な

が
ら
も
、
バ
ン
ト
や
足
を
使
っ
た
俊
敏

な
野
球
で
上
中
野
球
部
が
逆
転
。
５
対

３
で
上
中
野
球
部
が
勝
利
し
ま
し
た
。

９／２１

シ
ニ
ア
と
上
中
野
球
部

真
剣
勝
負
の
結
果
は
…

　

防
災
の
日
で
あ
る
９
月
１
日
、
上
富

良
野
・
中
富
良
野
消
防
総
合
演
習
が
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
広
域
連
合
上
富
良
野
消
防

署
、
中
富
良
野
支
署
、
上
富
良
野
消
防

団
、
中
富
良
野
消
防
団
、
陸
上
自
衛
隊

上
富
良
野
駐
屯
地
消
防
ポ
ン
プ
班
、
多

田
分
屯
地
消
防
ポ
ン
プ
班
の
約　

名
が

180

参
加
し
、
小
隊
訓
練
や
消
防
・
自
衛
隊

に
よ
る
競
技
会
形
式
で
の
水
防
工
法
訓

練
、
消
防
操
法
訓
練
を
行
い
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
や

火
災
に
備
え
、
訓
練
は
迅
速
で
的
確
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

9／1

防
火
の
技
術
を
競
い

消
防
総
合
演
習
実
施

　

島
津
地
域
環
境
保
全
組
合
と
わ
か
ば

愛
育
園
が
共
催
し
、
わ
か
ば
愛
育
園
体

験
農
園（
島
津  
西
村
良
輔
さ
ん
所
有
の

水
田
）で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
か
ば
愛
育
園
の
園
児　

名
と
親
、

21

島
津
地
域
環
境
保
全
組
合
役
員
な
ど
総

勢
約　

名
が
参
加
し
、
５
月
に
自
分
た

５０

ち
で
植
え
た
稲
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

島
津
地
域
環
境
保
全
組
合
の
指
導
の

も
と
、
園
児
た
ち
は
親
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
稲
を
刈
り
取
り
、
そ
の
後

は
さ
木
に
掛
け
る
た
め
、
わ
ら
で
束
ね

た
稲
を
一
つ
ひ
と
つ
手
に
持
っ
て
、
一

生
懸
命
に
運
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
事
業
を
続

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

9／26

体
験
農
園
収
穫
祭

わ
か
ば
愛
育
園
稲
刈
り

１０／１

グ
レ
ン
と
学
ぼ
う

中
級
英
会
話
教
室

　

英
語
指
導
助
手
の
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ

ン
に
よ
る
中
級
英
会
話
教
室
が
９
月　
２４

日
〜　

月　

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、

１０

２２

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
７
名
が
参
加
し
、
カ
ナ
ダ

の
食
生
活
や
冬
の
過
ご
し
方
、
音
楽
な

ど
、
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
授
業
は
、
す
べ
て
英
語
で
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
捕
鯨
や
カ
ナ
ダ
の

農
場
規
模
に
つ
い
て
質
問
が
出
る
な
ど

積
極
的
な
発
言
も
多
く
、
活
発
に
授
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
り
、
慣

用
句
を
学
び
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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 辻 　  
つじ

 繁 子   さん
し げ こ

　先月号の野呂さんからめぐって、辻さんにお逢
いしました。
『野呂さんは、子育て後に電子部品工場で働いた
ときの同僚で、それから約３０年のお付き合いにな
ります。いしずえ大学では、偶然同じ年に入学し、
女性学級でも一緒で、パッチワークを習ったりし
ています。長く続いている趣味に「樹皮絵画」があ
ります。倒木などの樹皮や染色したコケなどを下
絵にはり付けていくもので、年に１～２枚の作品
を仕上げ、旭川で開催される作品展に出展してい
ます。１５年以上続けていますが、明度や遠近感な
ど難しく、気に入ったものはなかなかできません。
手先を使うことが好きで、６０歳を過ぎてからは手
描き友禅も始め、週１回習いに行っています。今
は、パソコンに奮闘中で、今年からいしずえ大学に
できたパソコンクラブに入部しました。オリジナ
ルの年賀状を自分で作れるようになりたいです。』

昭和１６年生まれ
本町１丁目

　富良野地区広域教育圏振興協議会主催による人づ
くり研修事業を開催します。参加料は無料です。
　１０月２３日（金）までにお申込みください。

日　時　11月7日（土）　１３時～１５時３０分
会　場　富良野小学校（富良野市若松町１０－１）
内　容　おとなプログラム　
　　　　　講演「運動を輝かせるための食事」
　　　　こどもプログラム
　　　　　体力・運動能力向上の遊びや運動体験
対　象　小学生～成人（沿線５市町村在住の方）
申込み・問合せ　社会教育総合センター　��５５１１

第２６回上富良野町社会福祉大会
　社会福祉協議会では「安全・安心・福祉のまちづ
くり」をめざし、社会福祉大会を開催します。

日　時　１０月２３日（金）　１３時～１６時
場　所　保健福祉総合センターかみん
主な内容
　�講演会　１３時５０分～１４時５０分
　　　演題「地域の福祉力」（仮題）
　　　講師　ＮＰＯ法人シーズネット
　　　　　　　岩見　太市　氏
　�福祉作文の表彰と発表会　１５時～１６時
問合せ　上富良野町社会福祉協議会　��３５０５

親子元気アップスクール

み ん なの 伝 言 板

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

� 正彦さん・由美子さんの子 �

菊池       信 之 介
き く ち

        く
ん

 し ん の す け  

（2歳11か月）
中 田       
な か た

 莉 子     ちゃん

り こ

（２歳9か月）

� 隆宏さん・美佐さんの子 �



　ど～も～。役場のごみ担当、略して「ごみ担」です。
今月号もまたまた登場でーす（もう飽きました？）
今月は、わりと誤解の多いごみの処理料金の話を…
　指定袋を買うモノはすべて有料だと思っている方
がいらっしゃいますが、有料なのは一般ごみ、不燃
ごみ、粗大ごみの３つで、そのほかはすべて処理料
金は無料って、知ってましたぁ～？
　上の３つのごみはリサイクルできない「ほんとの
ごみ」なので、袋代やシール代に、巨額な処理費用
の一部をプラスしているので、有料ごみの位置づけ。
ほかの袋はというと、袋の代金のみで、処理費用を
袋代に加えてはいないので、市販されている透明や
黒い袋を買うのと同じなんです。
　それは、ななななんでだろう～♪（なつかしぃ～）
というと、すべてリサイクルしちゃうからなので
す！　いわゆる「資源ごみ」ってやつです。なので、
リサイクルできる布類を一般ごみで捨てたり、缶や
びんを洗わず不燃の袋に入れちゃったりするのは、
家計と地球環境を守る正義の見方『もったいないオ
バケ』１０８人（人でいいのかな？）の襲撃を食らうくら
いもったいないことだと、ビンボー症の「ごみ担」
は思ってしまうのでありまーす。
　生ごみ、びん、缶、ペットボトル、紙類、そして
一番めんどくさいプラスチック。どれも、ごみ出し
するには洗ったりなど約束ごとはありますが「ひと
手間かけて金かけない　それがわたしの生きる道」
（詠み人「ごみ担」）で行きましょー！

�  広報かみふらの ２００９.１０
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食育の食育の 推推進進

＜生産状況＞
　甘納豆でおなじ
みの赤紫の金時豆
と白あんなどに使
われる真っ白な手
亡豆は、実は同じ
インゲンの仲間で
す。豆というと十
勝地方が思い浮か
びますが、上富良野でも約４０戸の農家が作付けして
います。
　秋の寒暖の差から、糖分をしっかりと蓄えた完熟
した味わい深い豆が育てられています。
＜栄　養＞
　乾燥させた金時豆・手亡豆は、炭水化物を５０％以
上、たんぱく質も約２０％と豊富に含む一方、脂肪は
約２％しか含まれていません。このため、健康維持
に最適な“低脂肪・高たんぱく”食品です。
＜保存と料理＞
　保存は密封容器に入れ、冷暗所や冷蔵庫で保存す
ると良いでしょう。料理方法として、乾燥した豆の
４倍ぐらいの水に一晩浸けて戻します。戻した豆
は、煮豆や豆カレー、チリコンカーンなど煮込み料
理に用いられることが多いです。

ー上富良野産野菜の紹介ー上富良野産野菜の紹介ーー

『『金時豆 金時豆 ・・
き ん と き ま め

手亡豆 手亡豆 』』
て ぼ う ま め

問合せ　給食センター　��3829問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

まだまだ聞いてぇ～！
『ごみ担』のごみ話…

� 高田幼稚園 �

『バッタとコスモス』 『バッタとコスモス』
大 澤       秀 弥
お お さ わ

      くん
し ゅ う や

（平成15年生まれ）
土 田       万
つ ち だ

    桜
ま

    ちゃん
お

（平成16年生まれ）



町へ
◎千葉陽一さん　　　　　　　　 ３０万円

◎武島茂昭さん　　　　　　　    ５万円

◎後藤純男美術館

　　　後藤純男画作品集７冊（各学校へ）

町立病院へ
◎村上千恵子さん　　　　　　    ３万円

◎和田則篤さん　　　　　　　　 ５０万円

◎山口　浩さん(栃木県真岡市)

　　　　　　　　　　           車椅子１台

ラベンダーハイツへ
◎倉前豊治さん（富良野市）

　　　　　　　　　　　 薄型テレビ２台

社会福祉協議会へ
◎よせあつめ会                 　　　  ５千円

◎（株）上富農産　　                 小豆 ７kg

◎下大澤留美子さん　　　       　 １０万円

◎菊池梅乃さん　         じゃがいも ２５kg

◎中　幸子さん　                    大根 ２５kg

◎寺尾キミヱさん                          ５万円

◎佐々木香代子さん　　　　　　 ５万円

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２１年９月３０日現在
(　)は前月比

(＋１３)12,０２５人人口

(＋７)６,０５０人男

(＋６)５,９７５人女

(＋４)5,３１３世帯世帯
９月２０日 しらかば公園環境整備（商工会青年部）

広報かみふらの ２００９.１０   �

町職員人事（10月１日付）

▼新規採用

　町立病院看護師　吉 岡 裕 美

　北海道の高い山では、9月中旬頃から紅葉が始ま
り、例年10月上旬頃から見ごろを迎えます。
　旭川地方気象台で紅葉（ヤマモミジ）を観測するの
は平年で10月21日です。この時期は、初霜（平年10
月7日）や初氷（初めて氷がはること：平年10月13
日）、初雪（平年10月23日）等が観測され、秋が深ま

り、冬の訪れを告げる季節となります。
　また、山々では一足先に冬が訪れていますので、軽装備で山に登って
遭難しないよう充分注意が必要です。
　気象台では、天気予報のほか、災害のおそれのあるときは警報・注意
報や気象情報を適時適切に発表しています。
　各種情報は、テレビやラジオ、気象庁ホームページ、テレフォンサー
ビス（天気予報は局番なしの177、週間天気予報は0166-22-0177）、携
帯電話の気象情報サービスで入手できます。最新の情報を使って、体
調管理やレジャーに役立ててください。

＜日々の生活に役立つ情報＞
�天気予報：今日・明日・明後日の天気、気温、風の向きや強さ、波の
高さ、降水確率

　　発表～毎日午前5時・午前11時・午後5時、修正は随時
�週間天気予報：１週間先までの毎日の天気、気温、降水確率
　　発表～毎日午前11時・午後5時
�警報・注意報：気象により災害の起
きるおそれのあるとき（警報は重
大な災害のおそれ）

�気象情報：警報や注意報に先立つ注
意の呼びかけ・警報や注意報の解
説と補完・社会的に影響の大きな
天候についての解説など

問合せ　　旭川地方気象台総務課　�0166�7101
旭川地方気象台ホームページ
　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/index.html

� 「秋の深まりと冬の訪れ」


